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環境政策の形成プロセスにおける市民参加の手法と評価
増原 直樹（地球研プロジェクト研究員）

　増原と申します。専門は環境政策の分析ですとか、そこに市民がどう参加
するかという、今日國分先生が提起された、特に三つの事例ですね、可動堰
とか、ダムとか、都市計画道路の問題とかですね、非常に、直接は取り扱っ
てませんが、関係するお話かなと思います。今日は、1 年前に出した論文の
概要をご紹介します。

　市民参加ということで、民主主義の一つの条件かなというふうに私は考え
ているんですが、今まで日本の中でどんな事例に、どんな市民参加の手法が
用いられたんだろうかということを、様々な学術文献を基に、包括的に、横
断的に分析してみようというのが、私の研究の目的でございます。

　こんな形で実際には、皆様のお住まいの地区や、あるいは全国的に実施さ
れた討議型世論調査というものも扱っていますけれども、合計 25 の事例に
ついて、先行研究から 11 の評価項目みたいなものを抽出して、25 × 11 の巨
大な表を作ってみたところでございます。詳しくはポスターで見ていただき
たいんですが、それぞれの手法ごとに特徴があります。得意とする問題であ
るとか、もちろん問題点、課題ということも、出てきております。それから、
環境基本計画についても、各地で作られてますけれども、あとから評価でき
るものについて、どんな議論がなされたかという整理をしてみました。

　最後、結論ですけれども、今回大きくわかったことはですね、何か結論を
出そうとするとですね、今のやり方だと自薦の人たちが、つまり自分が参加
したいと言った人たちが議論すると統一された結論が出るんですけれども、
現状の社会っていうのはその自薦の人たちと離れてますので、こういう無作
為抽出の人たちがいま議論をしてちゃんと結果が出せていないんですね。そ
こをどうやって乗り越えていくのかっていうのが、我々研究者も含めて、チャ
レンジすべきことなのかな、というのが分かりました。

すいません時間超過して。ありがとうございました。
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